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先生は 昭和8年 京都帝国大学経済学部を卒業 大学院で経済思想
史を学ばれた後 助手 講師 助教授 を経て 昭和23年教授に就任
経済学第二講座を担当されました 先生のご専門は経済学史でありま
したが 経済哲学 と社会思想史にも造詣が深 く チュルゴやコンドル
セを中心とするフランス啓蒙の経済思想 ・進歩思想の研究 『経済学と
歴史意識』(昭和18年)は 版 を重ねた名著 として知られています
そして 戦後の大塚史学 ・大塚 ウェーバーに対抗 して行われたウェー
バーの方法論の研究 トー二一の 『宗教 と資本主義の興隆』の翻訳 と
紹介は今 もなお顧みられる意義を持ってお ります さらに歴史学派と
メーザーやヘルニクなどのロマン派の研究 アダム ・ス ミス研究など
先生の研究は フランス ドイッ オーストリア イギリス 中国等
の近代思想の全般に及ぶ広大かつ深遠なもので それはわが国の経済



























































出 口先 生 と河 上肇




当されたので,私 は先生の講義を受ける機会はなかったが,当 時 『経済論叢』に発表さ









前者は,『経済学 と歴史意識』で解明 した俗流経済学的 ミルの方法論では民族の問題
がその経済学の 「問題領域の中に横極的にはいることなしに終わった」こと,また ミル






























の唯物史観の公式も河Lに よって翻訳されるのだが,÷ ルクスに似た思想が古 く東洋に
もあ畜と語って,倫 教ゐ倫麹恵想とゐず らかえが行われるのだと著者はいう。そして問
題を経験科学としての経済学における科学的真理と宗教的真理との関係についての原理
的な考察(論 文の四 経済 〔社会的経験〕 と思想 ・倫理 ・宗教)へ うつすのである,
出口先生と河上肇 (253)93
Ill
宗教 と経済(社 会的経験)と は直接には結びつかず,そ の媒介の役を果たすのは倫理
と思想である。そのうち倫理(エ ー トス)が思想より強力に媒介の役を果すと著者はい











































た時,経 済学批判会をつ くって三木清をチューターとして 『ドイツ ・イデオロギー』 を
勉強 したという伝統が。戦後の経済学部にも流れていたのであろう.出口先生は下村 ・
服部編 『哲学研究体系』に 「経済哲学」を執筆しておられるが,先 生の 「経済哲学」の
講義(や 著述)に はこの河上における二種の真理の問題はとりあげられているのだろう
か。
(2)先生は英 ・独 ・f∫、の経済思想を研究,ま た1947年以降経済学史の講義を担当され,
1953年に 『経済学史』を編集 ・出版されたが,研 究の中心は西欧の経済思想であった。
しかし1941年以来京大人文科学研究所に関係されるようになってから中国の経済思想の

























このことが契機 となって,私 はいよいよ卒業 しようとする段階に至って大学院への進
学を志 し,出口勇蔵教授の門を敲いたのである.講義以外に全 く面識のなかった私に対















井俊彦 ・山口和男 ・永岡薫 といった方々である。その方々の研究テーマはさまざまで決
して一方に偏することなく,ひたすらわが道を歩んでいられた。これが自由を尊ぶ出口
研究室の伝統でもあったろうか。私自身もテーマ選びについては紆余曲折を経て,イ ギ



























柴 田 周 二
京都鹿ケ谷の法然院には,河一ヒ肇の墓碑があ り,そこには,「多度利津伎布理加幣弔
美禮者山河遠古依天波越而来都流毛野哉(辿 りつき振 り返 りみれば山河を越えては越え
て来つるものかな)」という河上の歌が刻まれている.そ して,そ の東隣には,石や碑
文の選定に努力され,河 上肇 とは師弟関係にあ り、かつ出口先生の恩師で もあった石川
興二の墓が寄り添うように建っている、1970年春,京 都大学における出ロゼミの最後の
卒業牛である私たちの授業は.河 ヒ肇の墓参から始まった。この年のゼミのテキス トに












がったが.清 沢満之の名は出なかった.た ぶん,経 済学部の関係者には出口先生の宗教
的教養は意外であったのだろう。




である 『世界の思想家21ウ ェ 一ーバー』の 「宗教社会学」を担当しないかというお誘い
があ り。田中先生にご相談して参加す ることになった。もう一人のメンバーは,出 口先
生の四人目のお弟子さんである甲南大学の山口和男先生であり,出口先生が 「学問論」




















像をわずか200ペー ジほどの小さな書物に集約するとい うのは不可能に近い仕事であ り・
厳密にやればやるほど消耗感の大きくなる仕事であった。出口先生は,おそらくこのと
きに初めて.『経済と社会』に取 り組まれたのではないかと思 うが,遅 々として進まぬ
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